
支
部
報
告

川
合
　
正
矩
（
35
回
）

関
東
支
部

蓑
川
　
和
道
（
39
回
）

島
田
支
部

大
塚
　
義
郎
（
34
回
）

浜
松
支
部

外
村
　
邦
男
（
35
回
）

中
京
支
部

河
村
　
正
史
（
39
回
）

静
岡
支
部

舘
　
正
義
（
39
回
）

藤
枝
支
部

　

榛
南
支
部
会
員
は
名
簿
上
の
会
員
数
こ
そ
２
０
０
名

余
で
あ
る
一
方
、
職
業
上
の
都
合
で
、
地
元
を
離
れ
て

い
る
会
員
が
多
数
を
占
め
て
い
て
、
実
質
的
な
榛
南
在

住
者
は
１
０
０
名
を
欠
い
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
来
支
部
活
動
は
残
念
な
が
ら
特
段
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
。
特
筆
す
べ
き
は
吉
田
町
長
在
職
中
の
田
村
典

彦
会
員
（
36
回
卒
）
が
積
極
的
に
吉
田
町
発
展
の
諸
施

策
に
取
組
ん
で
お
り
、
特
に
、
教
育
改
革
に
つ
い
て
は

全
国
的
に
注
目
さ
れ
、
吉
田
町
の
存
在
感
を
高
め
る
成

果
を
着
実
に
上
げ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

本
年
度
中
の
予
定
と
し
て
は
、
平
成
29
年
中
に
は
総

会
を
開
催
す
る
こ
と
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

や
や
時
期
尚
早
で
は
あ
り
ま
す
が
、
数
年
先
に
迫
っ

て
い
る
本
校
１
０
０
周
年
に
向
け
、
榛
南
支
部
と
し
て

総
力
を
挙
げ
て
寄
与
す
る
態
勢
固
め
が
課
題
で
あ
り
ま

す
。

　

２
０
１
６
年
秋
よ
り
、
17
年
度
中
の
活
動
な
ら
び
に

予
定
を
報
告
い
た
し
ま
す
。
去
年
の
支
部
役
員
会
は
懇

親
会
を
兼
ね
島
田
市
内
で
10
月
29
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
22
名
（
内
女
性
役
員
２
名
全
員
出
席
）
で
し
た
。

今
年
７
月
12
日
、
牛
尾
伸
吾
氏
（
47
回
）
が
島
田
市
副

市
長
に
就
任
、
地
方
行
政
機
関
で
の
今
後
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
９
月
２
日
支
部
役
員
会
が
と
り

行
わ
れ
ま
す
。
①
支
部
役
員
に
水
野
厚
子
氏
（
52
回
）

就
任
の
件
②
今
年
度
末
の
東
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
人
工
芝
張

り
替
え
の
件
で
の
協
力
要
請
。
10
月
29
日
に
は
３
年
に

１
度
の
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

夏
山
は
蒼
翠
に
し
て
滴
子
が
如
し
…
…
と
か
暑
い
夏

が
続
い
て
い
ま
す
。母
校
の
生
徒
達
が
各
分
野
で
活
動
・

活
躍
し
て
い
る
姿
に
接
し
一
喜
一
憂
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　

さ
て
焼
津
支
部
平
成
28
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
次
に

記
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
11
月
23
日
松
風
閣
に
於
い
て
総
会
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
総
会
実
施
に
至
る
ま
で
に
は
同
年
８

月
27
日
に
焼
津
支
部
役
員
会
を
開
催
し
、
赤
木
敬
弘
幹

事
の
逝
去
に
伴
う
役
員
人
事
若
干
の
変
更
を
検
討
・
そ

の
他
総
会
当
日
ま
で
の
準
備
と
日
程
等
を
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

　

総
会
当
日
は
松
本
校
長
・
小
山
同
窓
会
長
・
斉
藤
本

部
事
務
局
長
の
方
々
が
御
来
賓
と
し
て
御
出
席
下
さ
り
、

総
会
に
華
を
添
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
藤
枝
東

高
校
第
70
回
生
の
村
上
夢
子
様
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立

グ
ラ
ー
ツ
音
楽
大
学
卒
業
）
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
会

の
始
め
に
す
ば
ら
し
い
ピ
ア
ノ
演
奏
を
聴
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

尚
当
日
は
56
名
の
方
々
が
出
席
、
２
７
０
名
の
皆
様

か
ら
支
部
へ
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
母
校
は
１
０
０
周
年
に

向
け
て
前
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

同
窓
生
の
皆
々
様
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

藤と
う

遠と
お

会か
い

（
藤
枝
東
高
遠
江
地
区　

同
窓
会　

山
城
睦

会
長
37
回
）・
浜
松
支
部
総
会
懇
親
会
は
毎
年

と
う10

月
と
お10

日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
44
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
は
23
名
（
24
回
〜
76
回
生
）
の
出
席
で
例
年
を

下
回
り
ま
し
た
。
小
山
本
部
会
長
、
松
本
校
長
、
小
林

サ
ッ
カ
ー
部
監
督
を
迎
え
出
席
者
の
一
分
ス
ピ
ー
チ
が

長
引
い
た
り
本
音
が
伺
え
充
実
し
た
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
会
場
を
浜
松
駅
北
口
駅
前
の
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ

ン
パ
レ
ス
に
変
更
、
大
勢
の
方
々
の
出
席
を
待
望
し
て

い
ま
す
。

　

総
会
・
懇
親
会
は
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　

記

日
時　

平
成
29
年
10
月
10
日
㈫
19
時
開
会

会
場　

 

ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
浜
松　

三
階　

松
の

間
（
浜
松
駅
北
口
駅
前
）
浜
松
市
中
区
板
屋
町

（
０
５
３
︱
４
５
２
︱
５
１
１
１
）

　

同
期
生
が
居
な
い
と
思
わ
ず
先
輩
後
輩
の
タ
テ
の
繋

り
を
構
築
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
出
会
い
の
場
と
し
て

大
い
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

中
京
支
部
は
愛
知
県
、
岐
阜
県
、
三
重
県
に
居
住
の

同
窓
生
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

支
部
総
会
、
懇
親
会
を
２
年
に
１
度
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
は
９
月
９
日
に
名
古
屋
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ

ザ
に
て
行
い
ま
し
た
。

　

親
睦
目
的
の
会
は
〝
藤
愛
会
〟
と
言
い
、
昨
年
の
９

月
と
11
月
に
旅
行
会
、
10
月
と
11
月
に
ゴ
ル
フ
会
、
12

月
に
忘
年
会
を
行
い
ま
し
た
。
毎
月
幹
事
を
中
心
に
定

例
会
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
定
例
会
の
前
に
有
志
に

よ
る
マ
ー
ジ
ャ
ン
会
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
当
初
の
計
画
通
り
ゴ
ル
フ
会
は
４
月
、
５
月

に
行
い
、
10
月
、
11
月
に
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
旅
行

会
は
３
月
に
三
河
湾
の
日
間
賀
島
、
７
月
に
浜
名
湖
畔

に
１
泊
し
、
９
月
に
続
き
11
月
に
も
行
う
予
定
で
す
。

　

７
月
に
は
〝
納
涼
会
”
を
実
施
し
ま
し
た
。
12
月
に

は
〝
忘
年
会
”
を
行
い
ま
す
の
で
参
加
希
望
の
方
は
外

村
（
０
９
０
︱
４
４
４
３
︱
５
４
４
６
）
又
は
事
務
局

（
木
村
０
９
０
︱
７
６
０
０
︱
４
３
２
８)

ま
で
連
絡
下

さ
い
。

　

来
年
度
の
親
睦
活
動
は
今
年
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
予

定
で
す
。

　

７
月
29
日
（
土
）
午
後
４
時
30
分
か
ら
静
岡
市
内
の

ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
に
お
い
て
、
支
部
総
会
と
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
支
部
は
、
平
成
23
年
に
当
時
の
清
水
地
区
の
藤
志

会
と
静
岡
地
区
に
住
居
ま
た
は
職
場
を
持
つ
会
員
で
結

成
さ
れ
今
年
で
６
年
目
と
な
り
ま
す
。
今
年
の
開
催
日

は
、
前
回
の
反
省
か
ら
清
水
み
な
と
祭
の
み
を
意
識
し
、

静
岡
の
安
倍
川
花
火
大
会
を
失
念
し
て
い
た
た
め
、
こ

れ
と
重
な
り
出
席
者
が
前
回
の
３
分
の
２
程
度
に
止
ま

り
ま
し
た
。
皆
様
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
、
小
山
会
長
、
松
浦
、
舘
、
各
務
各
副
会
長

の
御
席
を
得
て
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
支
部
総
会
で
特
筆
す
べ
き
は
、
旧
制
志
太

中
第
13
回
卒
の
遠
藤
隆
先
輩
の
出
席
を
得
た
こ
と
で

す
。
同
先
輩
は
現
在
94
歳
で
、
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技

ハ
ン
マ
ー
投
げ
の
ア
ジ
ア
記
録
保
持
者
で
、
目
標
は
近

　

関
東
支
部
で
は
、
２
年
に
１
回
総
会
・
懇
親
会
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
（
平
成
28
年
・
７
月
）
に
第

12
回
総
会
・
懇
親
会
を
、
１
４
０
名
の
参
加
者
の
も
と

に
開
催
致
し
ま
し
た
。
従
っ
て
そ
の
後
の
計
画
に
つ
い

て
、
次
の
通
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

記

　

28
年

　
　

９
月　

役
員
幹
事
会

　
（
総
会
・
懇
親
会
の
反
省
会
）

　

29
年

　
　

４
月　

役
員
幹
事
会
に
替
え
て
メ
ー
ル
に
て
確
認

　
（
第
13
回
総
会
会
場
の
内
定

東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

　
　

９
月　

役
員
幹
事
会

　

30
年

　
　

３
月　

役
員
幹
事
会

　
（
総
会
・
懇
親
会
の
運
営
・
企
画
等
の
確
認
）

　
　

７
月　

第
13
回
総
会
・
懇
親
会
開
催

　
　

９
月　

役
員
幹
事
会

　
（
総
会
・
懇
親
会
の
反
省
会
）

　

藤
枝
支
部
は
学
校
の
地
元
で
も
あ
り
、
市
内
在
住
の

同
窓
生
の
数
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
全
て
の
同
窓
生
に

呼
び
か
け
て
の
交
流
の
場
を
持
つ
こ
と
が
む
ず
か
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
３
年
に
一
度
藤
枝
の
大

祭
り
の
年
に
役
員
総
会
と
い
う
形
で
開
催
し
、
交
流
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

松
浦
　
英
彦
（
33
回
）

榛
南
支
部

永
田
　
實
治
（
28
回
）

焼
津
支
部

部
長
　
西
村
　
知
洋

「
で
は
成
績
を
発
表
し
ま
す
。
Ａ
隊　

男
子　

第

６
位　

静
岡
県　

藤
枝
東
高
校
」
と
言
わ
れ
た
と
き
、

ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
か
、
自
分
で
も
よ
く
わ
か
り

ま
せ
ん
。
６
位
で
ギ
リ
ギ
リ
入
賞
で
き
た
こ
と
に
安

心
は
し
ま
し
た
が
、
決
し
て
嬉
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
隣
の
メ
ン
バ
ー
は
か
な
り
落
ち
込
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
私
は
喜
ん
で
い
い
の
か
悲

し
む
べ
き
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
前

向
き
に
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
静
岡
駅
に
帰
っ
て

き
た
と
き
、
部
活
の
み
ん
な
が
い
る
の
で
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
夜
遅
く
ま
で
帰
る
の
を
待
っ
て
い
て
く

れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
笑
顔
で
「
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
言
葉
が
出
な

く
て
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
が
６
位
と

い
う
結
果
を
ど
う
思
う
か
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

彼
ら
は
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
部
活
が
で
き
た
こ
と
は

私
の
一
生
の
誇
り
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
三
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
大

会
で
あ
り
、
そ
れ
が
ど
ん
な
結
果
で
あ
っ
て
も
、
部

活
は
終
わ
り
ま
す
。
だ
か
ら
私
も
後
悔
を
残
さ
な
い

よ
う
に
全
力
で
取
り
組
ん
だ
の
で
す
が
、
優
勝
し
な

い
限
り
後
悔
を
残
さ
な
い
こ
と
は
不
可
能
だ
と
思
い

ま
す
。
私
も
そ
れ
な
り
の
後
悔
を
今
も
持
っ
て
い
ま

す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
後
悔
以
外

の
気
持
ち
を
ど
れ
だ
け
持
っ
て
帰
っ
て
こ
れ
る
か
が

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の

一
番
の
気
持
ち
は
「
感
謝
」
で
す
。
今
回
の
山
形
県

月
山
・
蔵
王
で
の
大
会
を
主
催
し
て
く
れ
て
い
る
役

員
の
方
々
の
思
い
が
４
日
間
の
大
会
で
と
て
も
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
役
員
の
先
生
方
は
10
年
近
く
前

か
ら
こ
の
日
の
た
め
に
準
備
を
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

山
　
岳
　
部
（
男
子
）

　

平
成
28
年
６
月
に
第
４
回
役
員
総
会
を
開
催
し
、
同

窓
生
の
結
束
を
図
り
ま
し
た
。
次
回
役
員
総
会
に
向
け
、

一
人
で
も
多
く
の
同
窓
生
に
出
席
参
加
い
た
だ
き
た
い

と
願
い
、
回
別
の
支
部
役
員
の
強
化
拡
充
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
参
画
を
ご
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

支
部
充
実
に
は
同
窓
生
各
位
の
積
極
的
な
ご
協
力
・

ご
支
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
同
窓
生
皆
様
の
ご
一
報
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平成29年度入試　大学別現役合格者数一覧

大学名 現役
北海道 7
東北 2
秋田 1
山形 1
筑波 5
宇都宮 3
群馬 2
埼玉 2
千葉 3
お茶の水女子 2
東京工業 2
東京学芸 3
東京農工 1
一橋 1
横浜国立 1
新潟 2
富山 2
金沢 3
山梨 6
信州 5
静岡 34
浜松医科 2
愛知教育 1
名古屋 13
名古屋工業 1
岐阜 3
三重 1
滋賀 2
京都 4
大阪 4
神戸 2
奈良女子 1
岡山 1
広島 3
徳島 1
九州 2
宮崎 1

計 130

【 国 立 大 学 】

大学名 現役
北海道科学 1
弘前医療福祉 1
国際医療福祉 1
高崎健康福祉 1
獨協 1
文教 2
尚美学園 1
神田外語 1
青山学院 6
亜細亜 1
北里 4
杏林 4
慶応義塾 5
工学院 4
国学院 2
国士舘 1
駒澤 11
実践女子 2
芝浦工業 15
順天堂 1
昭和女子 1
成蹊 4

【 私 立 大 学 】

写　真　部棋　道　部新　聞　部陸上競技部剣　道　部山岳部（女子）

大学名 現役
秋田県立 1
前橋工科 1
高崎経済 4
首都大東京 3
横浜市立 3
石川県立 2
山梨県立 1
静岡文芸 4
静岡県立 16
岡山県立 3
長崎県立 1

計 39

大学名 現役
成城 4
専修 12
創価 2
大東文化 1
玉川 4
中央 16
津田塾 3
東海 2
東京経済 1
東京女子 3
東京電機 3
東京農業 3
東京理科 6
東洋 12
東邦 1
日本 14
日本歯科 2
日本女子 4
法政 13
東京都市 2
武蔵野 1
明治 19
明治学院 9
明治薬科 1
立教 8
早稲田 3
神奈川 16
神奈川工科 1
関東学院 3
産業能率 1
フェリス女学院 1
金沢工業 5
岐阜女子 1
岐阜聖徳学園 2
岐阜医療科学 1
静岡産業 2
静岡理工科 3
聖隷クリスト 3

大学名 現役
常葉 117
愛知工業 3
中京 7
中部 1
名古屋外語 2
名古屋学芸 4
名古屋女子 3
南山 2
日本福祉 3
藤田保健衛生 3
名城 7
京都外国語 1
京都産業 1
京都女子 3
同志社 21
同志社女子 1
立命館 51
龍谷 2
関西 2
関西外語 1
関西学院 6
神戸女子 1

計 500

大学名 現役
静岡県大短 1
埼玉医大短 1
東京交通短 1

計 3

【 短 期 大 学 】

大学名 現役
国立看護大学校 1
水産大学校 1
静岡県中部看護専門学校 1

計 3

【準大学・専門学校等】

【 公 立 大 学 】

段
取
り
や
選
手
へ
の
配
慮
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
も

の
で
し
た
。
最
後
の
大
会
を
こ
ん
な
に
も
最
高
な
も

の
に
し
て
く
れ
た
方
々
に
感
謝
し
た
い
で
す
。

私
た
ち
は
優
勝
を
目
指
し
て
大
会
に
臨
み
、
全
力

を
尽
く
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
は
叶
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
今
回
の
大
会
を
通
し
て
自
分

た
ち
に
は
優
勝
で
き
る
力
が
あ
る
こ
と
を
確
信
し
ま

し
た
。
私
は
こ
れ
で
引
退
で
す
が
、
後
輩
た
ち
に
は

全
国
制
覇
の
夢
を
い
つ
か
叶
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
山
登
り
で
大
会
が
行
わ
れ
る
の

か
、
多
く
の
人
が
疑
問
に
思
い
ま
す
。
私
な
り
の
答

え
と
し
て
は
、「
大
会
は
人
を
つ
な
ぐ
か
ら
」
で
す
。

大
会
を
通
し
て
部
活
の
き
ず
な
が
深
ま
り
、
仲
間
の

い
い
と
こ
ろ
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
自
分
が

必
要
と
さ
れ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
ま
た
自
分
が
多
く

の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
自
分
と

同
じ
よ
う
に
山
岳
部
で
頑
張
っ
て
き
た
人
た
ち
が
い

る
こ
と
を
知
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
教
え
て
く
れ
る
の

が
大
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
繋
が
る
絆　

魅
せ
よ
う
僕

ら
の
若
き
力
」
で
す
。
改
め
て
い
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ

と
思
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全国高校総合文化祭出場
　塚本 侃太さん（３年）と出品作

全国高校総合文化祭出場
　左 柘植 大輔さん（２年）・右 松野 滉太さん（２年）

東海高校総体出場
　やり投げ
増田 裕太さん（３年）

東海高校総体出場　
大村 凌生さん（３年）

　この他に、水泳部・麻生 周佑さん
（１年）が競泳・100Ｍ平泳ぎで東海
高校総体出場

東海高校総体  優勝

全国高校総合文化祭出場
　静岡県チーム・右 山本 真史さん（２年）

い
将
来
投
擲
三
種
目
で
ア
ジ
ア
記
録
を
打
ち
立
て
る
こ

と
だ
そ
う
で
す
。
日
頃
こ
こ
が
痛
い
あ
そ
こ
が
痛
い
と

愚
痴
っ
て
い
る
自
分
が
恥
ず
か
し
く
な
っ
た
次
第
で
す
。

ま
た
、
軍
事
色
の
強
い
志
太
中
時
代
の
生
活
も
お
話
し

頂
き
、
今
の
時
代
の
幸
せ
を
つ
く
づ
く
感
じ
た
も
の
で

す
。
次
回
は
平
成
31
年
で
す
。
次
回
の
日
程
は
、
清
水

み
な
と
祭
も
安
倍
川
花
火
大
会
も
念
頭
に
入
れ
て
決
め

ま
す
の
で
、
遠
藤
先
輩
の
偉
業
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら

お
待
ち
下
さ
い
。

部
活
動
の
大
会
報
告

＊同窓会事務局からのお願い＊

　〈同窓会事務局〉
〒426-8577　藤枝市天王町 1-7-1
静岡県立藤枝東高等学校同窓会事務局
TEL 054-645-3527　　FAX 054-645-3529
メールアドレス：fh-dousoukai@cy.tnc.ne.jp
ホームページ：http://www.fujiedahigashi.jp/

（毎週月・水・金　午前中　事務員〔青島〕が在席しております。）

　事務局では会員の皆様の連絡先をデータベース化し、きちんと会報が
お手元に届くように努力しております。連絡先に変更のある場合は、下
記までご一報ください。なお、公表その他目的外の使用は致しません。
同窓会・同期会等の集まりを開催の場合は、是非同窓会ホームページを
ご利用ください。
　各支部別に、企業・団体内の同窓会組織の掘り起こしを行いたいと考
えております。

平成29年（2017 年）10月１日千　南　原 第31号（4） 同　窓　会　報


